
中部運輸局【R7年度事業概要】中部地域におけるアドベンチャーツーリズムのインバウンド対応実証事業
アドベンチャーツーリズム（以下、「AT」という。）は、自然・文化・アクティビティの構成要素を通じて日本を深く体験できるとともに、地方におけ
るインバウンドの消費拡大が期待できるものの、中部地域においては国内外で先行している地域に比べてATのインバウンド受入環境が十分
に整っていない。そのため、ATのインバウンド受入に係る課題の洗い出し及び課題解決に向けた実証実験を行い、今後の中部地域における
ATインバウンド受入対応の強化策を取りまとめた。
■基礎調査

• 世界におけるAT旅行市場の動向
• 世界のAT旅行者のニーズ
• 国内外の先進事例の把握
• 中部地域のATコンテンツに対する海外視点
による評価

• 中部地域におけるATインバウンド受入に係る
課題整理

• ATの理解促進を図るためのセミナー
• ATのガイド育成研修（ガイディングのスキルア ッ
プや安全なガイドの実施方法等）

• 専門家による現地調査及び助言（ATコンテン
ツのインバウンド対応法、効果的な情報発信方
策等）

■実証事業（郡上地域）
• ATの理解促進を図るためのセミナー
• 専門家による現地調査及び助言（ATコンテン
ツのインバウンド対応法、効果的な情報発信
方策等）

• 地域の受入体制整備に向けた相談対応

◆調査を通じて確認された中部地域におけるAT受入の課題
（国内外の先進地域と比べて不足していること）
地域単位・県単位における戦略
官民が連携した体制構築
ガイドの育成
安全管理・リスクマネジメント
海外に向けた情報発信

■実証事業（東紀州地域）

◆中部地域のATインバウンド受入対応の強化に向けて（各地域における対応）

地域単位或いは県単位の戦略やビジョンを策定する
関係者の役割分担を明確にした協働体制を構築する
ガイド認定制度の導入や継続的な育成体制を構築する
共通した安全管理基準を整備する
統一した情報発信と予約・決済までの環境を整備する
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